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2023年度 ｢ＦＤを推進するための活動補助｣報告書 

札幌学院大学 FDセンター長 殿 2024年 2月 16日 

（申請者名）ひさくらたかゆき （複数で申請の場合、参加教員の氏名） 

久蔵孝幸 

 

 

 

 
(科目名) 

教養ゼミナール A(3)および B(2) 
 

 

（取組の趣旨、実施計画、今年度の達成目標）の報告 

<取組の趣旨><実施計画><今年度の達成目標>は以下の通りである。 

<取組の趣旨>2022年度の FD活動として、ICTおよび LINEの活用により、毎日一問ずつの保育士国家試験対策の

問題を配信し、それを継続して学生が回答をすることにより、保育士国家資格の取得希望者の合格率の向上、知

識の習得の効率化、学び合いによる協働性の醸成等を増進するための基盤となる情報サービスの構築を行った。

一定の成果を得られたが、Ⓐ保育士試験合格の効果が不明、Ⓑ運用に際してこれを単なるサービスとして活用す

るだけでは不十分であることについて、課題が残った。そこでⒶⒷを中心とした改善を 2023年度に行った。 

<実施計画>Ⓐについての効果測定、Ⓑについての課題設定の工夫により、異学年の繋がりの形成、またⒸとして

サービスの可用性確保についての検討 

<今年度の達成目標>①年間通しての安定的なサービス提供②これまでの受講生ならびに新規受講生のサービス

利用の推進と保育士試験合否のデータ取得③サービスに並行する授業の改善法の検討④サービスの使いやすさ

についての改善と可用性確保のための準備的検討 

 以上についての報告は以下の通りである。①年間通しての安定的なサービス提供については、利用者の拡大に

伴い google script での処理が間に合わなくなっている様子が報告されており、④の可用性確保の問題が現実に

生じている問題が出ている。②保育士試験の合格についてはこれまで受講ないしは非正規で受講していた学生の

うち今年度４年生４人の取得が確認されているなど、一定の効果があるものと考えられた。③授業の改善という

点では、これまで授業の３分の１の時間を配信用の問題作成に充てていたが、これをグループワークを導入して

異学年の協働で問題の改善に当たることにより、縦のつながりを深めることができた。④の可用性確保の準備的

検討として、現在問題となっている google scriptの代替として Amazon Web Service の Lambdaとデータベース

の活用を試みたが、筆者の技術レベルの問題とまとまった時間を開発に充てらず、十分な成果を得られなかった。 

（期待された効果、他の授業科目への適用可能性）の報告 

① 資格課程の科目の知識定着に寄与すべく配信を行っているが、それ以上にグループでこれまで作ってきた問

題を検討し直す作業を試みることで、処理水準の深いところでの学びができていると思われた。 

② 資格試験の合格者の増加という点では、この一年間で参加していた学生については１年生が多いため、科目

合格者の報告しか得られなかった。しかし、これまでこの FD 活動以前の授業で学んできた学生からは、保

育士試験の合格報告が確認されただけでも４件あった。 

③ 他の授業について、精神保健福祉士や心理学検定などで活用する余地がある。しかしそれを実施するために

は配信システムの可用性を高めることが必要である。 

（所要経費及び実施時期）の報告 

所要経費としてはおおむね計画通りの使用であった。LINE 公式アカウント、書籍、Amazon Web Service の費用

として細目は下記に記す。 

実施時期は 2023年 4月〜2024年 3月であった。 

(執行経費内訳) 

  

 ・LINE公式アカウントプラン 60,500円 ・ 

 ・書籍３冊 8,519円  ・ 

 ・Amazon Web Service 3,990円  ・ 

 

 

  合 計  73,009円 

記述欄が不足する場合は、拡張して下さい。 
提出期限 2024 年 2 月 16 日(金) 17 時 


